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私
た
ち
の
住
む
笛
吹
市
は
笛
吹
川
を
は
じ

め
、
金
川
な
ど
様
々
な
河
川
が
形
成
し
た
扇

状
地
上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
扇
状
地
は
ゆ

る
い
傾
斜
を
持
ち
、
花
崗
岩
を
主
体
と
し
た

砂
質
土
壌
で
形
成
さ
れ
る
た
め
、
排
水
が
良

好
で
す
。
ま
た
本
市
を
含
む
甲
府
盆
地
は
温

暖
で
、
内
陸
に
位
置
す
る
た
め
昼
夜
の
気
温

差
が
大
き
く
、
雨
量
は
少
な
い
と
い
う
特
長

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
気
候
・
地
形

は
果
樹
の
栽
培
に
適
し
て
お
り
、
笛
吹
市
は

桃
・
ぶ
ど
う
と
も
に
日
本
一
の
収
穫
量
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
本
市
は
こ
の
全
国
に
誇
れ
る

果
実
郷
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
「
桃
・
ぶ

ど
う
日
本
一
の
郷
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
『
笛
吹
市
探
訪
』
は
ぶ
ど
う
、
そ

し
て
ぶ
ど
う
か
ら
作
ら
れ
る
ワ
イ
ン
の
歴
史

を
物
語
る
文
化
遺
産
と
し
て
「
ル
ミ
エ
ー
ル

（
旧
）地
下
発
酵
槽
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
ン
作
り
は
明
治
時
代

に
な
っ
て
殖
産
興
業
政
策
の
一
環
と
し
て
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら
ぶ
ど
う
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
た
山
梨
県
で
も
甲
府
や
甲
州

市
勝
沼
で
ワ
イ
ン
の
醸
造
が
試
み
ら
れ
ま
す
。

笛
吹
市
内
で
も
東
八
代
郡
相
興
村
（
現
一
宮

町
南
野
呂
）
で
降
矢
徳
蔵
に
よ
り
明
治
18
年

（
１
８
８
５
）
に
ワ
イ
ン
の
醸
造
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
ル
ミ
エ
ー
ル
（
旧
社
名
甲
州
園
）

は
、
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
に
二
代
目
の
降

矢
虎
馬
之
甫
に
よ
っ
て
会
社
と
し
て
組
織
さ

れ
、
生
産
・
販
売
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ン
は
ぶ
ど
う
を
つ
ぶ
し
て
で
き
た
果

汁
を
発
酵
さ
せ
て
作
り
ま
す
。
発
酵
と
は
、

果
汁
の
中
の
糖
分
が
酵
母
の
働
き
に
よ
っ
て

ア
ル
コ
ー
ル
と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ぶ
ど
う
果
汁
が
ワ
イ
ン

へ
と
変
わ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
で
き
た
ワ
イ

ン
を
樽
や
タ
ン
ク
に
移
し
、
熟
成
さ
せ
ま
す
。

　
ワ
イ
ン
の
発
酵
に
は
、
き
め
細
か
な
温
度

調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
温
度

の
安
定
し
た
地
下
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
の

が
地
下
発
酵
槽
で
す
。
造
ら
れ
た
の
は
明
治

34
年
（
１
９
０
１
）
で
、
国
内
で
は
最
初
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
地
下
発
酵
槽
で
し
た
。

　
地
下
発
酵
槽
は
花
崗
岩
の
切
石
を
積
み
上

げ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
内
側

で
幅
１
・
６
５
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
３
・
６
メ
ー

ト
ル
、高
さ
２
・
２
５
メ
ー
ト
ル
の
直
方
体
で
、

一
度
に
一
万
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
ワ
イ
ン
の
醸

造
が
可
能
で
し
た
。
こ
う
し
た
発
酵
槽
を
十

基
横
並
び
に
造
り
、
前
面
を
地
下
通
路
で
つ

な
い
で
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
こ
の
上
に
木

造
の
屋
根
が
か
か
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
ま

す
が
、現
在
は
上
部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
、

そ
の
上
に
新
し
い
工
場
が
建
て
ら
れ
、
地
下

通
路
は
セ
ラ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
下
発
酵
槽
で
は
、
ま
ず
竹
で
作
っ

た
す
の
こ
状
の
濾
過
装
置
を
発
酵
槽
内
に
設

置
し
て
、
ぶ
ど
う
を
房
ご
と
つ
ぶ
し
て
入
れ

て
発
酵
さ
せ
た
後
、
密
閉
タ
ン
ク
へ
移
し
て

熟
成
さ
せ
ま
す
。
こ
の
醸
造
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
式
の
発
酵
槽
に
、
東
洋
に
し
か
な
い
竹
の

濾
過
装
置
を
用
い
た
独
特
の
方
法
で
す
。
造

ら
れ
て
か
ら
百
年
以
上
を
経
た
地
下
発
酵
槽

で
す
が
、
現
在
で
も
こ
の
醸
造
法
に
よ
っ
て

ワ
イ
ン
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
９
月
半

ば
に
は
こ
の
発
酵
槽
を
使
っ
て
ワ
イ
ン
の
仕

込
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
一
般
の
人
で
も
事
前

に
申
し
込
ん
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
紹
介
し
た
地
下
発
酵
槽
を
持
つ
ル
ミ

エ
ー
ル
を
は
じ
め
、
市
内
に
は
十
数
社
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
は
試
飲
や
工
場
見
学
が
可
能
な
の

で
、
地
元
産
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
と
と
も
に
、

こ
の
笛
吹
市
の
大
地
が
も
た
ら
す
め
ぐ
み
を

堪
能
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

地下発酵槽前の通路

地下発酵槽の内側

※
広
報
６
月
号「
笛
吹
市
探
訪
」は
、シ
リ
ー
ズ
第
15
回
の
誤
り
で
し
た
。
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◎問合せ先 ●市民環境部
●御 坂 支 所
●一 宮 支 所

ごみ減量課
住 民 課
住 民 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111

●八 代 支 所
●境 川 支 所
●春日居支所

住 民 課
住 民 課
住 民 課

055－265－2111
055－266－2111
0553－26－3111

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市は平成18年度から5年間でごみの減量53％をめざしています）

　野外焼却は、法律により一部の例外を除き禁止されています。例外としては、

社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却や周辺地域の生活環境に与える影響

が軽微である廃棄物の焼却で、次のとおりとなります。

　なお、庭先でのたき火等（野外焼却禁止の例外）の場合でも生活環境への配

慮が必要であり、悪臭や煙害等で近隣住民の迷惑にならないようにしてくだ

さい。

　狂犬病予防法により、犬を取得した日から

30日以内（生後90日以内の犬にあっては、90

日経過した日）に登録すること及び生後91日

以上の犬は、毎年1回の予防注射を受けるこ

とが義務づけられています。

　平成18年度において狂犬病予防注射を未

だ実施していない犬の飼い主の方は最寄りの獣医師のもとで注

射を受けさせてください。

　また、そこで発行される注射済証をご持参の上、環境課もしく

は最寄りの支所住民課で平成18年度注射済票の交付を受けてく

ださい。

狂犬病とは? 　人間にも感染する病気と
いうことを知っていますか?

犬や動物だけの病気ではなく、人を含めたすべ

てのほ乳類が感染する病気です。

　この病気は症状があらわれてしまうと有効な

治療方法がなく、ほぼ100%死亡します。日本で

は現在発生はありませんが、海外では年間3～5

万人が命を落としています。

　狂犬病を日本に広めないために、犬の狂犬病

予防注射を接種しましょう。

爆音機の使用について 　カラス・ムクドリなどの鳥害
対策として、爆音機を使用する

農家がありますが、使用状況によっては周辺住民の生活に支障を

きたす場合がありますので、爆音機の使用はできるだけ控えてく

ださい。

　また、住宅地付近で機械を用いた農作業を行う場合、特に早朝は

安眠を妨げることもありますので、事前に近隣住民に連絡をする

など、生活様式の異なるそれぞれの立場でご配慮をお願いします。

■�お詫び�■�����6月号で家電リサイクル法の手数料に誤りがありました。正しくは約60円～約210円です。

平成18年6月24日に甲府市リサイクルプラザ再製品

頒布室で再生した家具類・自転車を頒布いたします。

再生品頒布（なでしこフェア）の実施について

詳しくは… 甲府市環境部環境総室環境保全課
TEL：055-241-4312

①風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却

どんど焼き等の地域の行事における不要となった門松、しめ縄等の焼却が考えられます。

②農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却

③たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝条等の焼却などが考えられます。

しかし、生活環境の保全上著しい支障を生ずる廃ビニールの焼却はこれに含まれません。

たき火、キャンプファイヤーなどを行う際の木くず等の焼却が考えられます。


